

原稿チェックリスト
筆頭発表者　　　　　　　　　　
会員番号　　　　　　　　　　　
論文名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．チェックリストへの記入について
下記の項目について確認し、☑をつけてください。原稿と合わせて本チェックリストもご提出ください。

２．「発表論文集原稿」について
２－１．レイアウト
☐文字：すべて黒色
☐余白：上22 mm、下27 mm、左右17 mmとする。
☐題目：游明朝Regular（MS明朝も可；以下同じ）20ポイント（以下ptと略記）で記入する（ただし、20ptでは2行にわたる場合は、ポイント数を下げて1行に収める）。副題がある場合には、游明朝Regular 10.5 ptで記入し、1行に収める。
☐氏名：主題・副題の次の行に、游明朝Regular（10.5 pt）で記入する。連名発表の場合は、筆頭発表者の前に○印をつける。所属が異なる場合には、所属に対応した数字を発表者氏名の右肩に記載する。所属が2行にわたる場合は、本文の行数を削減し、全体が規定枠に収まるように調整する。
☐所属：発表者氏名の下の行に、游明朝Regular（10.5 pt）で、括弧でくくって記入する。筆頭発表者と連名発表者の所属が異なる場合には、それぞれの所属を記入し、所属の左肩に番号を振る（ただし、10.5ptで複数行にわたる場合には、ポイント数を下げてもよい）。
☐本文：所属の行から1行空けて書き始め、2段組の形式とする。本文の文字は游明朝Regular（10.5 pt）、見出しは游ゴシックBold（MSPゴシック体も可）（10.5 pt）で1行文字数は24字まで、行数は44行とし、両端揃えで記載する。本文枠（縦217 mm×横176 mm）に必ず収める。
☐ 図表・写真：画像として原稿に組み込む。本文枠（縦217 mm×横176 mm）におさめる。
☐ 文献：引用文献は本学会論文執筆ガイドに倣い、「文献」の見出しで、著者名の姓のアルファベット順に掲載する。
☐ ヘッダー：ダウンロード原稿のヘッダーを削除する。

２－２．倫理的配慮
☐ 所属する組織の承認（所属長の了解など）や、研究倫理に関する委員会の承認を原則として得ている。ただし文献研究はこの限りではない。
☐ 所属する組織に研究倫理に関する委員会がない場合は、どのように倫理的配慮を行ったかを以下の自由記述欄に記載してください。
自由記述欄

☐ 関係者や対象者に対して、研究の意義や目的などの説明を行い、研究成果の公表の仕方について同意を得ている。
☐ 地名や大学名等の固有名詞を記号化している。
(固有名詞を伏せて、人名、地名、組織名等は、A氏、B町、C大学などと表記する)
☐（事例研究の場合は）終結したもので、相談者および必要な場合には家族等に発表の同意を得ている。
☐（事例研究の場合は）来談日や面接開始日など、「X年」「X+1年」としている（調査研究は除く）。
☐ プライバシー保護は充分である（例、事例研究・実践研究における事実記載の省略等）
☐ 質問紙調査票や尺度、分析方法を用いて研究する際には、「出典」を明示している。

２－３．内容
☐ 学生相談との関連が明確である。
☐ 題目（タイトル）：「…の報告」となっていない。
☐ 形式：原則として事例研究は「はじめに・事例の概要・面接経過・考察」、調査研究、実践研究、文献研究は「問題と目的・方法・結果・考察」の形式で記載する。
☐ 目的：「報告する」「意見をいただく」などの表現はしない。
☐ 方法：対象・手続き・分析方法・倫理的配慮など、具体的な内容が示されている。
☐ 結果：客観的結果が示されている。
☐ 結果・考察について：「結果（あるいは考察）の詳細は発表の際に示す」などと書かない。
☐ 用語：一般的に了解しにくい用語に説明（定義）がある。略語・略称の使用する場合には説明がある。
☐ その他：「会場から活発なご意見をいただければ幸いである」「紹介できればと考える」「フロアの先生と検討したい」「議論を深めたい」等の記述は避ける。

３．「発表要旨票」について
３－１．字数 
☐ 字数　120字以内である。
☐ 結果・考察について：「結果（あるいは考察）の詳細は発表の際に示す」などと書かない。

３－２．キーワード
☐　発表内容を表すのにふさわしいキーワードを３つあげている。



